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柴　
　

田　
　

周　
　

二

一　

戦
後
日
本
の
生
活
社
会
と
福
祉
社
会

社
会
保
障
の
役
割
が
、
生
活
共
同
体
と
し
て
の
家
族
の
親
密
圏
を
維
持
す
る
た
め
に
国
家
が
財
政
支
出
を
行
う
も
の
だ
と
す
れ
ば
、

日
本
が
福
祉
国
家
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
戦
後
日
本
の
生
活
社
会
で
は
、
社
会
保
障
は
、
雇
用
の
継
続
を
前
提
と
し
た
経
済
成

長
の
も
と
で
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
支
出
を
増
大
し
、
不
平
等
か
ら
生
ず
る
緊
張
や
貧
困
を
あ
る
程
度
緩
和
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
、
順
調
な
経
済
成
長
や
雇
用
の
保
障
が
期
待
さ
れ
に
く
く
な
っ
て
き
た
今
日
、
生
活
格
差
や
環
境
問
題
な
ど
を
考
慮
し
て
、
個

人
生
活
の
安
全
を
保
障
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
保
障
制
度
の
あ
り
方
や
そ
の
根
底
に
あ
る

人
々
の
価
値
観
、
人
間
関
係
な
ど
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
広
井　

二
〇
〇
六　

七
頁
）。

「
福
祉
社
会
」
と
い
う
語
は
様
々
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
反
福
祉
国
家
的
な
意
味
あ
い
で
使
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
福
祉
多

元
主
義
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
ロ
ブ
ソ
ン
に
な
ら
っ
て
、「
福
祉
国
家
は
議
会
が
定
め
、
政
府
が
実
行
す
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る
も
の
で
あ
り
、
福
祉
社
会
は
公
衆
の
福
祉
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
人
び
と
が
行
い
、
感
じ
、
そ
し
て
考
え
る
も
の
で
あ
る
」（
ロ

ブ
ソ
ン　

一
九
八
〇　

ⅰ
頁
）
と
し
て
お
く
。
そ
こ
で
、
問
題
と
な
る
の
は
、
社
会
を
構
成
す
る
人
々
の
家
族
・
地
域
・
企
業
な
ど
を

め
ぐ
る
関
係
の
あ
り
方
で
あ
る
。

明
治
以
降
、
日
本
で
は
法
や
市
場
な
ど
の
外
的
制
度
は
急
速
に
近
代
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
家
族
を
中
心
と
す
る
も
の
の
見
方
や
集

団
主
義
的
な
人
間
関
係
、
個
人
に
関
す
る
価
値
意
識
や
生
活
態
度
は
殆
ど
変
化
の
な
い
ま
ま
、
日
常
生
活
が
推
移
し
た
。
そ
の
結
果
、

生
活
の
責
任
は
、
基
本
的
に
は
個
人
や
家
族
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
を
超
え
た
人
間
関
係
に
よ
る
生
活
保
障
の
考
え
方
や
制
度
の

整
備
は
遅
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

日
本
人
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
内
面
的
品
位
よ
り
も
外
面
的
品
位
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
く
、
と
く
に
顕
著
な
の
が
、
日
常
的

所
属
集
団
へ
の
献
身
を
前
提
と
す
る
「
世
間
」
を
志
向
す
る
生
活
態
度
で
あ
る
。
人
々
は
一
人
の
個
人
で
あ
る
よ
り
前
に
「
世
間
」
に

属
し
、
個
人
は
世
間
の
中
に
埋
没
し
て
い
る
。
日
本
人
に
な
ぜ
日
常
的
所
属
集
団
を
超
え
た
普
遍
的
な
連
帯
意
識
が
形
成
さ
れ
に
く

か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
社
会
の
構
築
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
の
理
由
が
日
本
人
の
世
間

意
識
に
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

阿
部
謹
也
に
よ
れ
ば
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
公
共
性
や
社
会
的
連
帯
意
識
な
ど
の
点
で
相
違
を
生
み
出
す
の
は
、
個
人
と

個
人
、
個
人
と
集
団
と
の
関
係
の
あ
り
方
、
人
間
的
結
合
原
理
の
違
い
で
あ
る
（
阿
部　

一
九
九
九　

五
五
、五
八
、七
四
、一
〇
四
頁
）。

戦
後
日
本
の
生
活
社
会
で
は
、
公
共
性
志
向
の
希
薄
な
利
害
優
先
社
会
と
し
て
の
「
世
間
」
と
い
う
人
間
関
係
の
間
を
、
家
族
中
心
志

向
、
企
業
中
心
主
義
、
経
済
効
率
優
先
主
義
な
ど
の
価
値
意
識
や
生
活
態
度
が
支
配
し
た
。

一
般
に
、
社
会
問
題
は
、
人
間
の
自
助
努
力
が
限
界
を
超
え
た
と
き
に
生
じ
る
。
介
護
問
題
な
ど
に
も
典
型
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
は
、
居
住
す
る
地
域
社
会
と
密
接
な
関
係
を
も
ち
、
人
間
の
協
同
関
係
の
あ
り
方
と
深
く
結
び
付
い
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
公
共
性
や
社
会
的
連
帯
の
あ
り
方
を
問
う
こ
と
は
、
人
間
的
結
合
の
原
理
を
問
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。
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戦
後
、
日
本
経
済
が
順
調
に
成
長
す
る
中
で
、
多
く
の
人
た
ち
が
生
活
の
向
上
は
個
人
的
努
力
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
も
の
と
考
え

た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
協
同
活
動
が
も
つ
意
義
は
薄
れ
た
。
核
家
族
化
や
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
す
る

中
で
、
家
族
や
企
業
が
生
活
保
障
の
面
で
果
た
す
役
割
が
後
退
し
、
雇
用
保
障
や
地
域
社
会
の
絆
も
弱
体
化
し
て
、
人
間
生
活
の
再
生

産
の
場
で
あ
る
消
費
生
活
に
お
い
て
、
支
援
の
な
い
孤
立
的
な
社
会
が
拡
大
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
社
会
保
障
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
見
直
さ
れ
、
生
活
者
自
身
の
協
同
に
よ
る
生
活
問
題
解
決
の
方
向
が
探
ら
れ
て

い
る
。
社
会
に
お
け
る
公
共
性
は
、
政
府
や
自
治
体
だ
け
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
市
場
や
政
府
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
限
界
が
あ
り
、
従
来
の
地
域
社
会
や
家
族
な
ど
か
ら
も
十
分
な
支
援
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、

市
民
や
住
民
の
協
力
を
軸
に
し
た
新
し
い
協
同
関
係
を
創
造
し
、
新
し
い
思
想
や
制
度
的
原
理
を
生
活
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
社
会
制
度
を
基
盤
と
す
る
こ
と
が
有
効
か
、
あ
る
い
は
住
民
と
行
政
と
の
関
係
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
な
ど
、「
公
」
と
「
私
」

に
関
す
る
新
た
な
公
共
性
の
方
向
を
模
索
す
る
こ
と
で
あ
る
（
広
井　

二
〇
〇
六　

一
四
五
頁
）。
と
り
わ
け
、
親
族
関
係
を
中
心
と

す
る
親
密
圏
に
代
わ
る
自
由
意
志
や
知
縁
を
軸
に
し
た
協
同
関
係
の
形
成
と
地
域
社
会
の
再
生
が
肝
要
で
あ
る
。

二　

協
同
組
織
の
活
動
と
課
題

助
け
合
い
の
原
初
的
原
理
で
あ
る
相
互
扶
助
に
基
礎
を
置
い
た
生
活
問
題
解
決
の
た
め
の
協
同
組
織
と
し
て
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ

ル
ー
プ
、
生
活
協
同
組
合
、
社
会
的
企
業
な
ど
が
あ
る
。

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
三
五
年
に
、
ア
メ
リ
カ
で
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
か
ら
の
回
復
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
が
最

初
で
あ
り
、
わ
が
国
で
は
、
現
在
、
身
体
・
精
神
・
知
的
に
障
害
の
あ
る
人
、
依
存
症
に
悩
む
人
、
難
病
を
も
つ
人
、
社
会
的
引
き
こ

も
り
や
自
閉
症
の
人
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
、
吃
音
者
、
自
分
の
子
ど
も
を
早
く
亡
く
し
た
人
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
も
っ
た
当
事
者
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と
そ
の
家
族
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
問
題
を
本
人
の
自
助
努
力
だ
け
で
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、
分

か
ち
合
い
と
い
う
協
同
行
為
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
や
行
動
の
仕
方
を
改
め
、
周
囲
と
世
間
の
意
識
を
変
え
、

や
が
て
は
社
会
の
文
化
そ
の
も
の
を
変
革
す
る
有
効
な
社
会
運
動
と
な
っ
て
い
る
（
岡　

一
九
九
九　

六
五
―
八
一
頁
）。
社
会
変
革

の
前
提
と
し
て
の
自
己
変
革
の
重
要
性
を
説
く
の
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
二
宮
尊
徳
の
報
徳
仕
法
に
も
共
通
す
る
が（
１
）、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ

グ
ル
ー
プ
は
、
問
題
解
決
を
求
め
る
当
事
者
自
身
が
組
織
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
動
主
体
の
理
念
と
利
害
が
一
致
し
た

社
会
改
革
の
有
効
な
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
生
活
協
同
組
合
で
は
、
当
事
者
を
含
む
組
合
員
の
生
活
課
題
を
協
同
し
て
解
決
す
る
た
め
に
、
生
活
用
品
の
販
売
や
配
達
だ

け
で
な
く
、
人
間
の
生
命
に
最
も
近
い
衣
食
住
の
分
野
を
支
え
る
家
事
支
援
や
ケ
ア
ワ
ー
ク
を
組
合
員
の
活
動
に
よ
っ
て
行
う
ワ
ー

カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
の
運
動
が
盛
ん
で
あ
る（
２
）。
こ
れ
は
、共
稼
ぎ
世
帯
の
増
加
に
よ
る
班
別
購
入
組
合
員
の
減
少
な
ど
に
対
応
し
て
、

生
活
協
同
組
合
な
ど
が
と
っ
て
い
る
一
つ
の
方
向
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
主
体
と
客
体
が
同
じ
組
織
の
構
成
員
と
な
っ
て
、

私
的
生
活
の
一
部
と
し
て
の
家
事
支
援
を
協
同
に
よ
る
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
担
い
、
家
族
に
近
い
親
密
圏
の
形
成
に
寄
与
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
（
朝
倉　

二
〇
〇
二　

一
〇
二
頁
）。

そ
し
て
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
社
会
的
な
目
的
の
た
め
に
活
動
し
、
そ
の
剰
余
金
を
個
人
的
に
配
分
す
る
の
で
は
な
く（
３
）、

再
び
社
会
的
目
的
の
た
め
に
投
資
す
る
社
会
的
企
業
で
あ
る
。
そ
の
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
、
外
国
人
労
働
者
や
障
害
者
な
ど

社
会
的
に
排
除
さ
れ
た
人
々
の
雇
用
斡
旋
や
住
宅
供
給
な
ど
、
教
育
・
福
祉
・
雇
用
・
環
境
・
貧
困
・
地
域
開
発
に
関
す
る
社
会
性
の

高
い
問
題
の
解
決
で
あ
る
。
そ
の
運
営
は
、
政
府
か
ら
の
助
成
金
、
事
業
委
託
、
市
場
か
ら
の
事
業
収
入
、
民
間
か
ら
の
寄
付
な
ど
で

行
わ
れ
、
政
府
、
市
場
、
民
間
の
三
領
域
が
交
錯
す
る
場
に
位
置
し
て
い
る
。
社
会
的
企
業
の
代
表
と
し
て
は
、
イ
タ
リ
ア
で
は
社
会

的
協
同
組
合（
４
）と
も
呼
ば
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
（
障
害
者
あ
る
い
は
労
働
市
場
で
不
利
な
立
場
に
あ
る
人
々
の

雇
用
な
ど
の
支
援
を
行
う
）
や
、
貧
困
層
を
対
象
と
す
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
機
関
で
あ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
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な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（
正
岡　

二
〇
〇
九　

三
頁
）。
わ
が
国
に
も
社
会
的
企
業
の
先
駆
形
態
と
し
て
の
報
徳
社
が
存
在
し
た
が
、

今
日
で
は
、
そ
の
活
動
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
協
同
組
織
に
共
通
す
る
の
は
、
人
々
が
、
単
な
る
営
利
を
超
え
た
公
共
的
な
立
場
か
ら
、
一
定
の
目
的
、
使
命
の
た
め
に

自
由
意
思
で
参
加
す
る
、
民
主
的
な
民
間
組
織
で
あ
る
点
で
あ
る（
５
）。
佐
藤
慶
幸
は
、
社
会
の
人
間
関
係
を
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー

に
な
ら
っ
て
、
①
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
関
係
（
血
縁
、
地
縁
な
ど
に
基
づ
く
、
家
、
村
落
共
同
体
、
ギ
ル
ド
な
ど
、
共
同
体
規
制
の
あ

る
全
人
格
的
で
身
分
的
な
依
存
関
係
）、
②
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
関
係
（
計
算
合
理
的
な
資
本
主
義
社
会
の
非
人
格
的
な
物
象
的
依
存
関

係
）、
③
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
関
係
（
協
同
組
合
な
ど
、
自
由
な
個
人
間
の
人
格
的
な
連
帯
関
係
）
に
大
別
し
、
先
に
挙
げ
た
非
営

利
の
協
同
組
織
を
、
普
遍
的
な
仲
間
意
識
を
核
に
す
る
も
の
と
し
て
、
③
の
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
関
係
に
分
類
し
て
い
る
（
佐
藤　

一
九
九
六　

八
〇
、一
五
三
頁
）。

わ
が
国
で
は
、
個
人
と
社
会
の
間
に
「
世
間
」
が
介
在
し
、
消
費
生
活
と
労
働
生
活
の
両
面
で
、
タ
テ
社
会
の
人
間
関
係
を
軸
と
す

る
共
同
体
的
再
編
が
強
固
な
位
置
を
占
め
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
社
会
を
支
配
し
て
き
た
家
族
中
心
主
義
や
企
業
に
よ

る
生
活
保
障
が
後
退
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
、
産
業
化
の
過
程
で
見
失
っ
て
き
た
ヨ
コ
の
人

間
関
係
を
改
め
て
見
直
し
、「
協
同
」
に
よ
る
組
織
の
拡
大
を
図
る
時
期
に
来
て
い
る
。

ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
『
ア
メ
リ
カ
の
民
主
政
治
』（
一
八
四
〇
年
）
の
中
で
、「
人
々
が
文
明
状
態
に
と
ど
ま
り
、
あ
る
い
は
文
明
に
達
す

る
た
め
に
は
、
境
遇
の
平
等
の
増
大
に
応
じ
て
、
結
社
を
結
ぶ
技
術
が
発
展
し
、
完
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」（
ト
ク
ヴ
ィ
ル　
　

二
〇
〇
八　

一
九
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
、「
結
社
を
結
ぶ
技
術
」
と
い
う
の
は
、
”th

e art of associatin
g togeth

er

” 、

す
な
わ
ち
「
相
互
に
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
す
る
術
」
で
あ
り
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
指
摘
は
産
業
化
や
国
家
権
力
の
強
大
化
が
進
行
す
る
中
で
、

個
人
の
自
由
や
独
立
を
確
保
す
る
た
め
に
、
人
間
が
協
同
し
て
活
動
す
る
こ
と
の
意
義
を
強
調
し
た
も
の
と
し
て
今
日
で
も
価
値
が
大

き
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
原
理
と
す
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
、
日
常
生
活
領
域
で
拡
充
す
る
こ
と
は
安
心
し
た
生
活
を
送
る
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必
須
の
要
件
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
人
々
が
協
同
す
る
場
と
し
て
の
市
民
生
活
領
域
へ
の
関
わ
り
方
で
あ
る
。
生
活
に
お
け
る
協
同
行
為
が

展
開
さ
れ
る
の
は
、「
生
活
の
器
」
で
あ
る
住
居
が
集
合
す
る
「
地
域
」
が
中
心
で
あ
る
。
西
山
夘
三
は
、建
築
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
の
生
活
様
式
を
規
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
人
間
が
生
活
す
る
上
で
、
人
間
的
ス
ケ
ー
ル
の
空
間
の
重
要
性

を
述
べ
て
い
る
（
西
山　

一
九
七
四　

七
―
三
二
頁
）。
自
由
意
思
に
よ
る
参
加
と
平
等
を
原
理
と
す
る
人
間
的
結
合
は
、
人
々
が
相

互
に
交
流
可
能
な
生
活
の
場
に
お
い
て
有
効
に
実
現
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
市
場
原
理
に
な
じ
ま
な
い
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
な
ど
は
、

技
術
的
・
社
会
的
理
由
か
ら
小
規
模
単
位
の
活
動
が
適
合
し
て
お
り
、
地
域
社
会
を
人
間
生
活
の
拠
点
と
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
が
、

経
済
効
率
中
心
主
義
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
た
国
土
利
用
や
生
活
様
式
を
改
め
、
地
域
文
化
を
活
性
化
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て

い
る
（
神
野　

二
〇
〇
二　

一
六
五
―
一
六
七
頁
）。

朝
倉
美
江
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
協
同
を
基
礎
と
す
る
親
密
な
人
間
関
係
は
、
自
己
の
内
面
や
家
庭
内
部
の
「
恥
」
を
オ
ー
プ
ン
に
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
ま
た
、
人
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
装
置
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
も
生
活
を
協
同
化
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
生
活
に
直
接
的
影
響
の
少
な
い
事
業
や
私
的
領
域
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と
に
対
し
て
嫌

悪
感
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
親
密
な
関
係
は
成
立
し
に
く
い
。
教
育
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
っ
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
付

き
ま
と
う
ス
テ
ィ
グ
マ
の
意
識
は
、
社
会
の
中
で
培
わ
れ
た
自
己
責
任
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
、
個
人
の
内
面
や
家
庭
内
部
の
問
題
と
直
接
に
関
わ
る
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、
今
後
、
生
活
の
各

領
域
で
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
変
革
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
今
日
の
経
済
組
織
の
基
礎
を
な
す

法
人
の
行
動
様
式
が
変
化
す
る
た
め
に
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
（C

S
R

）
を
重
視
し
た
企
業
倫
理
の
確
立
や
、
社
会
的
企
業
を
運
営

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
重
要
で
あ
る（
６
）（
正
岡　

二
〇
〇
九　

八
五
、二
五
一
頁
）
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三　

社
会
福
祉
と
協
同
組
織

社
会
福
祉
学
の
岡
村
重
夫
は
、
社
会
福
祉
の
発
展
を
、「
法
律
に
よ
る
社
会
福
祉
」
と
「
自
発
的
社
会
福
祉
」
の
緊
張
関
係
に
よ
る

批
判
的
協
力
に
よ
る
も
の
と
し
て
、「
自
発
的
社
会
福
祉
」
の
主
要
な
典
型
の
一
つ
に
「
相
互
扶
助
」
を
あ
げ
て
い
る
。
日
本
人
は
、

西
洋
人
に
比
べ
て
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
が
弱
く
、
自
己
が
属
す
る
親
密
圏
以
外
で
は
公
共
精
神
に
欠
け
る
側
面
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
お
上
を
は
じ
め
と
す
る
他
者
に
対
す
る
依
存
心
が
強
く
、
自
主
独
立
の
気
風
が
弱
い
。
こ
う
し
た
中
で
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
自
己
決
定
に
よ
る
個
人
の
行
動
を
支
援
す
る
協
同
シ
ス
テ
ム
の
創
造
で
あ
る
。
日
本
が
福
祉
社

会
に
な
る
た
め
に
は
、社
会
保
障
の
基
本
原
理
で
あ
る
社
会
的
市
民
権
が
制
度
的
に
保
障
さ
れ
、個
人
と
個
人
を
つ
な
ぐ
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
し
て
の
人
間
関
係
が
再
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

わ
が
国
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
せ
ず
、
自
立
的
・
主
体
的
な
市
民
社
会
の
歴
史
的
伝
統
が
乏
し
い

こ
と
か
ら
、
人
々
の
間
に
強
固
な
自
治
意
識
が
根
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
よ
く
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
源
流
と
し
て
の
二
宮
尊
徳
の
仕
法
や
報
徳
社
を
中
心
と
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
萌
芽
は
あ
っ
た
。
報
徳
社
の
活
動
は
、
今
日
で
は
弱
体
化
し
た
と
は
い
え
、
北
海
道
の
峰
延
農
協
の
よ
う
に
組
織

自
体
が
報
徳
社
で
農
協
組
合
員
即
報
徳
社
員
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
報
徳
社
の
集
合
団
体
で
あ
る
「
大
日
本
報
徳
社
」「
全
国
報
徳
団
体

連
絡
協
議
会
」「
北
海
道
報
徳
社
」「
愛
知
報
徳
会
」
な
ど
で
は
、
報
徳
思
想
の
啓
蒙
や
研
修
、
機
関
誌
の
発
行
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
な
ど
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
報
徳
運
動
の
基
盤
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
地
域
お
こ
し
な
ど
の
と
き

に
、
報
徳
思
想
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
の
企
画
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
参
画
す
る
人
々
の
責
任
あ
る
行
動
や
地
域
住
民

の
主
体
的
参
加
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
従
来
の
血
縁
や
地
縁
の
み
な
ら
ず
、
知
縁
に
よ
る
結
合
を
促
進
す
る
相
互
扶
助
を
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基
盤
と
す
る
尊
徳
の
思
想
（
至
誠
・
勤
労
・
分
度
・
推
譲
）
は
、
社
会
一
般
に
通
用
す
る
相
互
扶
助
の
新
し
い
文
化
を
創
造
す
る
地
域

活
動
の
あ
り
方
と
し
て
見
直
さ
れ
て
よ
い
。

戦
争
に
お
け
る
総
力
戦
と
生
活
保
障
に
お
け
る
福
祉
国
家
の
時
代
と
な
り
、
国
家
が
国
民
の
生
活
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
国
民
の
生
活
実
態
に
必
ず
し
も
合
う
と
は
い
え
な
い
政
策
も
創
出
さ
れ
、
組
織
の
運
営
も
官
僚
組
織
を
通
じ
て
実
施
さ

れ
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
中
心
の
社
会
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
個
人
の
生
活
ニ
ー
ド
は
多
様
で
あ
り
、
そ
の
実
現
は
生
活
者
自
身
の
行
動

や
選
択
に
よ
っ
て
も
異
な
る（
７
）。
し
た
が
っ
て
、
制
度
化
や
商
品
化
の
推
進
だ
け
で
実
現
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。
と
り
わ
け
、
市
場
経

済
の
論
理
は
、
経
済
効
率
偏
重
の
結
果
、
人
権
や
環
境
な
ど
の
分
野
を
侵
害
す
る
場
合
も
あ
り
、
政
府
も
必
ず
し
も
そ
の
分
野
を
十
分

に
保
障
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
失
業
者
、
非
正
規
労
働
者
、
障
害
者
、
病
人
、
老
人
、
子
ど
も
、
女
性
や
、
社
会
的
に
排
除
さ
れ

や
す
い
人
々
に
限
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
が
形
成
さ
れ
る
に
は
、
各
人
の
存
在
価
値
を
認
め
る
協
同
性

と
い
う
文
化
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
（
朝
倉　

二
〇
〇
二　

九
九
頁
）。
老
人
と
い
う
障
害
者
が
人
口
の
四
分
の
一
を
占
め
る

超
高
齢
社
会
で
は
、
家
族
だ
け
の
支
え
で
社
会
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
家
族
に
よ
る
支
え
を
仲
間
に
よ
る
支
え
に
よ
っ
て

補
い
、「
支
え
合
い
」
と
い
う
文
化
を
社
会
の
中
に
埋
め
込
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る（
８
）（
赤
林　

一
九
九
四　

三
二
四
頁
、
森
岡　

一
九
九
四　

三
三
一
頁
）。

協
同
組
織
に
よ
る
活
動
が
直
ち
に
市
場
経
済
や
公
共
経
済
の
そ
れ
に
と
っ
て
代
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
領
域
を
拡

大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
層
的
組
織
か
ら
成
る
社
会
的
経
済
を
形
成
し
、
市
場
経
済
と
公
共
経
済
で
は
満
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
生

活
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
新
た
な
市
民
的
公
共
性
の
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
（
佐
藤　

二
〇
〇
八　

八
六
―
八
七
頁
）。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
や
産
業
構
造
の
サ
ー
ビ
ス
化
に
よ
っ
て
水
平
的
で
参
加
型
の
市
民
社
会
の
形
成
が
促
進
さ
れ
る
と
い
う
見

解
が
あ
る
。
携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
る
親
密
圏
の
形
成
な
ど
は
そ
の
主
張
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
活
を
経
過
し
な
い
人
間
の
協

同
や
親
密
圏
の
形
成
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
「
砂
山
の
結
合
」
に
似
て
そ
の
基
礎
が
脆
弱
で
あ
る
。
人
間
は
意
識
的
に
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他
者
と
の
関
係
を
結
合
し
な
い
限
り
、
自
己
利
益
中
心
の
制
度
依
存
に
陥
る
傾
向
が
あ
る
。
問
題
を
、
協
同
の
こ
と
と
し
て
認
識
し
、

そ
の
解
決
に
取
り
組
む
の
は
、
地
域
に
お
け
る
日
常
生
活
の
問
題
を
媒
介
と
す
る
以
外
に
な
い
。
生
活
の
根
源
的
な
行
為
と
し
て
の
暮

し
に
お
け
る
相
互
支
援
を
継
続
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、「
支
え
合
い
」
は
国
民
の
文
化
と
な
る
。
人
間
的
信
頼
と
支
援

を
基
礎
と
す
る
親
密
圏
の
形
成
、
日
常
生
活
そ
れ
自
体
の
再
編
、
多
様
な
人
間
が
協
力
し
あ
え
る
制
度
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

生
活
問
題
の
解
決
は
、
個
人
の
解
決
に
向
け
た
主
体
的
努
力
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
解
決
の
責
任
を
当
事
者
だ
け

に
押
し
付
け
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
自
己
決
定
す
る
個
人
の
自
律
性
や
生
活
状
況
と
し
て
の
自
立
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
支
援
の
た

め
の
協
同
、
そ
の
上
に
立
っ
た
地
域
生
活
の
再
生
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る（
９
）。

注（
１
）　

柴
田
周
二
（
二
〇
〇
九
）「
二
宮
尊
徳
と
社
会
福
祉
」『
京
都
光
華
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
四
七
号
、
参
照
。

（
２
）　

共
稼
ぎ
世
帯
が
大
き
な
比
率
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、
生
活
協
同
組
合
で
は
、
組
織
の
特
徴
で
あ
る
組
合
員
の
対
話
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
行
為
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
場
と
し
て
の
班
活
動
が
後
退
し
、
単
な
る
生
活
用
品
の
配
給
組
織
と
店
舗
販
売
に
な
る
危
険
性
を
秘
め
て

い
る
。
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
性
格
を
失
っ
た
協
同
組
合
は
単
な
る
企
業
に
近
づ
く
こ
と
を
常
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
３
）　

す
な
わ
ち
組
織
の
創
設
者
や
所
有
者
あ
る
い
は
共
有
者
の
た
め
に
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
を
第
一
の
目
的
に
し
て
い
な
い
。

（
４
）　

一
般
の
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
と
の
違
い
は
、
社
会
的
協
同
組
合
が
社
会
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
人
た
ち
の
労
働
者
協
同
組
合
で
あ

る
点
で
あ
る
。

（
５
）　
「
民
間
」
と
い
う
の
は
制
度
的
に
政
府
か
ら
独
立
し
た
も
の
で
、
政
府
か
ら
の
支
援
を
受
け
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

（
６
）　

社
会
的
企
業
の
運
営
形
態
は
様
々
で
あ
る
が
、ア
メ
リ
カ
型
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
社
会
的
経
済
（
共
済
組
合
、協
同
組
合
、ア
ソ
シ
エ
ー
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シ
ョ
ン
）
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
組
織
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
ド
ゥ
フ
ル
ニ
は
、
事
業
の
目
的
が
社
会
的
で
あ
る
こ
と
（
一
人

一
票
制
な
ど
）、
経
営
が
外
部
の
国
家
や
資
本
な
ど
か
ら
独
立
し
て
い
る
こ
と
、
決
定
過
程
が
民
主
的
で
あ
る
こ
と
、
収
入
の
分
配
に
際
し
て
は

資
本
よ
り
人
お
よ
び
労
働
を
優
先
す
る
な
ど
に
、
社
会
的
企
業
が
単
な
る
営
利
企
業
と
は
異
な
る
点
を
見
て
い
る
（
ド
ゥ
フ
ル
ニ　

二
〇
〇
四

　

一
―
四
〇
頁
）。

（
７
）　

天
野
正
子
に
よ
れ
ば
、
よ
く
い
わ
れ
る
生
活
者
と
い
う
の
は
、
生
活
の
基
本
が
人
間
の
自
己
生
産
（
生
命
の
再
生
産
）
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し

て
い
る
者
、
自
立
・
自
律
の
市
民
、
自
分
や
自
分
の
家
族
の
こ
と
を
考
え
る
と
と
も
に
、
地
域
や
国
、
国
際
的
視
野
も
広
げ
る
こ
と
の
で
き
る

人
間
を
指
し
て
い
る
（
天
野　

一
九
九
五　

三
六
頁
）。

（
８
）　

心
理
学
者
の
ギ
リ
ガ
ン
は
、
人
間
の
倫
理
を
「
正
義
の
倫
理
」（an

 eth
ic of righ

ts

）
と
「
ケ
ア
の
倫
理
」（an

 eth
ic of care

）
に
分
け
、

前
者
を
、
独
立
、
自
尊
の
個
人
原
理
に
基
づ
く
普
遍
主
義
的
な
正
義
と
権
利
の
主
張
、
後
者
を
、
相
互
依
存
を
基
本
と
す
る
、
個
々
の
人
間
の

具
体
的
ニ
ー
ド
に
対
す
る
配
慮
の
姿
勢
と
規
定
し
て
い
る
。

（
９
）　

今
後
問
題
と
な
る
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
実
現
さ
れ
て
い
る
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
等
と
非
営
利
・
協
同
領
域
の
活
動

な
ど
と
の
関
係
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
男
女
の
社
会
的
格
差
の
問
題
を
「
生
活
者
の
論
理
」
で
く
く
る
だ
け
で
は
、
性
差
別
の
問
題
は
見
え
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
非
営
利
・
協
同
領
域
の
活
動
が
社
会
的
に
意
味
を
も
つ
た
め
に
は
、
女
性
の
自
立
を
抑
圧
し
て
き
た
日
常
性
を
常
に
問
題

に
し
、
男
女
平
等
な
人
間
観
を
基
礎
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
佐
藤　

一
九
九
六　

四
八
、一
〇
八
、一
一
六
頁
）。
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